









釁 i .^ lf 社の遣内にある珀成 « で雄える 立 川相格-中 H 会長の 至誡ホ—ムの 「 W 老ハ褶ノ貧 
擎になる「霄実顢觼』の！ T *： が土俵に漲つている. メ j •去杓秦竹氏の篆になる 


A 梟寺の本貸 iln にあるこ In 
書は寺の. 1 L 格をたた龙ている. 
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玄関や*斎に絵を：®るひとは多 

いが、 「- S J を掛けるひとはむしろ 

少；に：？す6 <,)•:• あろ•フ。 

しかし「*のぁる空間』からは 

來*^な fif かな总逍いが^々、とし 




て ^わつてくる「芸術として® ft 
する場八 M もあるが•转しの中の is 

^ ts t$ »vv 

4 t 3 c 4 s!;pn ’ ； amM ; r “ j 
り、 & 理 fb l 点張りの昨今 ，* M 
あざやかな^問を功ねてみよう- 



立川-; ft 防* u 代々伝わもこの 

費から糖的の«?を学ぶ* 




































1991 • 6.1 (月 I 回発行) 


闫刊 • え<てびあん立川と語ろラ • 立 III に生きよう 


通巻 83 巻 


§\BTAIl BANK 

# \人と人のネットづ 


リテールト)^パンクをめダ450务 
二;1&庙>|網のもと.薄さ1の晷ら L 
やビジネスめお役に立って 1L mt , 

; 協和埼玉®行 


與如苑だより 


表紙は語る 


b 月 1 am 

e 日日 

「バッカリ市 j 

会場;賴市篇》北口 

裹埸免. 

蜱 RM 日I午〜 fWfi W 
2E JWlO：Ofl- fV5 W 
< UO(23»2mWlOB 
小母さんまで 
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新絲深<、風も爽 
やかな季 R 5 となつて 
まい^'ました。 

さて•今月•表紙を 
飾つてくださつたの 
は府中 IH の of 井*津 
子さん。*并さんは 
小さい頃から絵を描 

I _ I く S が f 1の 

多摩湖のはとりで0然に囲まれて 
宵ちました•『人も自然の一部" 

0然が好き • 鳥は S 肋や絵を描 
$たいといぅ 51 持ちを宵ててくれ 
i し4 T そして、 C !* に肋けられ 
てき iL たご tag る li 井さん。 

篏^1袓&^を描かれていたそぅ 
ですが、ご結梢をされ，*にいる 
ことが多くなつてからは絵 t 心象 
一；にな9てきた t か•今は、シヤ 
ガール®を3?た形骅も*り、人問 
の内而的なもの，雜并さんは心 m 
様と i / つ1¢-つているが•心の中 
を自由に表梘 Lt いきたいと- 
、存の： s ベ j は心の一淳つ冬る 
部分の絵"木の心になつて®謝を 
表現されたそうです-ご主人も絵 
を描かれている"次：！！はチヤリテ 
イ—展が国立の「《」で十一 n 二十 
丘日一十. lar ' H にあるそぅです*- 


ら細鼓い W を出し•先袖<:蝶形の 
花が沖良く二個ずつ^く姿は t / つ 
まじく*しい•ガ7ラサィコや n 
マツナギ•メドハギ•ヤハズメゥ… 
……初 a を色どる花はつきない • 


( 鈴木功 ) 



陽光のなか 

「ょもぎ祭り」が 

自然食品を 
使っての料理 
研究家 • &津 
宏子さん(内 
砂町 5 丁目 ) 

が，バ 1 アイ 

— 形式で「よ 
もぎ « り」を 



催し • R 好の上 30 人が^い- T - 造り 
料理を堪能した。 4 n28 日、自然 ft 
品の e 「たなかや」(柏町 4 Tn ) 
にて。％さんご自身で，野にョ 
モギを摘みにでか：^料理教室の 
生徒さんらと一緒1:醍蝴味を披 S 
よもぎ. an •よもぎ風味カツ"よ 
もぎパイ*よもざめし^が並ぶ。 
お茶 i でが1よもぎ茶」という* 
ょもぎ豕くしの一:一:だった〇 


立川： ^ 7 ? 


索 a 


芝川町(静一 : 2 B 士 88 ) で 

『筍掘り物語』 

市の地域文化振 « 財団が rtt 掘 
り物語」を主催。0分たちの手で笱 
を钿る楽しみを味あわせてくれた - 
芝川町は彷庵地として全国にも 
名 1 % い • また芝川 Nr と立川市は、 
「パクカリ市 j などで*流を深めて 
きた • 



4 H 21 日は 
MS のょうな 
哚気。立川人 
50 名が》切バ 
スで：路，芝 

川町へ。うつ 

そラ t した竹 

ft に筘を H. つけ、 ii 念に描り出す 
春びのなか锫づをご馳 * にな 
るというご iMlft の 1 H だつた。 


立川クイズ 

近頃、立川に公№1や綵の空間が 
ふぇています。立川釈北口の「い 
こいの場 j や「ポケットパ—夕」な 
どなど”喷水を狭めたり•木陰の 
舦歩を *1 んだ〇, や，広場， 
は子どもにとってもぉとなにとっ 
ても何よりのリフレッシュ»|です。 

ところで•この四月に raRa とな 
った『若*公阑」ですが、记癍公阑 


と I ては市内で二番 H の広さ • 

では、この街で 一 * 広い^童公 
间は • 次のどこでしょぅか。 

_ 8 し | 9 ) 砂公 * 0 砂川公 »:_ 8 -荣嶙公阑 
〔先月号の答〕全国11位 
$ 線立川 — 東中妤間 ；$• 7 J 
といぅ Iff 探区 Fra の长さ < 地 M 上で > 
は北海逍室藺本線白老—沼ノ端間 
28.7 J に次いで I 目。明： 6 時代 * 
甲武欽逍を数く睽に技！ S が机上で 
15 \ に赴操を引いたという、何と 
も人 In な没計ではありませ /I か。 


rt nwn というのは 梅 
蜊の咕れ問を 4 ft していた 
そうです " 多分「阳竹」の 
话でしょう•今年の 梅 兩 
楔 樣はどんなでしょうか。 
この口が五： TW れであれ 
ばいいのですが*どうぞ 
K 411 苑へおこしください 
_ 

H 時 6 E: 14 nsl 

午後 2 時〜 4 時 


_师本往 • «如宝物館を はじめと 
して 映 S など盛りだくさんの 明 .«; 
がしてございます- 
■立 川市 K (成人) に限らせて項き 
i す 0 

■お申し込み 
は r えくてび 

あん•コンパ 

ニオン j (本誌 

を T- 渡して < 

れた人> へ* 



本誌は削 M 以来•刷りあがると 
幾人かのジャーナリストに淡んで 
氓いてきた。斯間社のデスクであ 
〇たり、放送 W のデイレクタ—で 
あったり•なるべく多くの方のア 
ドバイスを 2 K くょう 1 : 努めてきた a 
W 年の&入というものは打維いら 
ので•云いづらいことをズパリ忠 
生口してくれる ▼ しかし • | 度印 6 >| 
にかかった 31 !¢ の a-rlt は不町能 (: 
近い。 「 2 T : 止；：此事 j は甩， if 集子の 
白己 IMa になつてしまう.あるい 
は弁解にしか過ぎない •» 水盆に 
as らずを絵 1 : 描いたょうなものだ • 
だから . 托£なアドバイスら裥愧 
の 5 : で W に鸫めておくほかはない 
場合がほとんどだ罗 4 £:: 号の「力 
ルチャ — トレイン j で多 ^ C 学の ill 
野半卜郎さんの俅 4 T か伝えられれ 
ばと • 半十郎さんが縄义入が «f 用 
L ていたと考証した衣取をまとつ 
て！ g った写 A を tt せた。その写 ft 
说明に「沔多 ^ の地 ' 単 / tfr . 睃の 
| 4 / 褓秋川市单花に生れた」 1 *こ 
れだけの说明では、半十郎さんが 
縄文人の硏究に没晚して遂にご自 
身が间時代の衣眼をまと〇て写貞 
m の nil に立った心底 ^ が te わらな 
い▼このことをご指摘くださつた 
打嫌の方がおられ•ごヶ派な風祝 
の在り • I 日の半十郎さんの s:«l 写 
典まで ® えてくださ〇た。一 ii« 4 子 
の « え切らない判断のまま 1 :過ぎ 
ま I たが•ここに改めてご指摘の 
卯礼と手十郎さんの S に深くお詫 
び申しあげます▼たちかわにこ 
の人ありてえくてびあん 

♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 

( 纖 *) 巾子轉山 ,»+« 川 ivaj 田孽〒 

中«給？半 3 正弘*田说爷舄碾臭木子 
{»奠：-天轉*,««|明 5 田蓊相 
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版訪の淼の木々•五日 fh - 街迸の 
»並セ公闹•家々の碣八 r 、 街 
は音 II で句い立つょぅだ。かつて 
はとんど择のなかつた駅. W 2 I にも 
樹木や单 ft が植ぇられて•街の ft 
色が® I くなつてきた • 

今 • 市では澗いのある妹®かな 
街づ<りをめざして多杉な緑化運 
動を進めている。たとぇば … • 
♦ 「屯 ¢ 1 は銜の小さ然です！」 
» 近 • 街の公 Jt 拖設の塀が次々と 
生坦に生まれ変わつている - 二小 . 
三小•六小など近くの学校にきれ 
いに生！ g がめぐらされたのにお ^ 
づきの方も多いはず。ブロック塀な 
どと逢い生 iQ 一の K く道はなぜか憤 
かしい • 今の - f どもたちにとつて 
も心に残る R 色ではないだろぅか • 

.般の人が生！3を作る時は ft ] が 
R 用を補肋しているが•それにつ 
けてもこのキヤ- y チ7レ—ズ* .€ 
试込みを B じ6ではありませんか • 
♦フ ラヮ In — ド亊装 
この赛•無数のチユ|リッブが綠 
川通りの並木の根方を WC た•中 
央铽地倍の花々とあわせ目を楽し 
ませてくれたが•このはか*两道 
路の四 T 祈々の花' 秋、 IRX -: 申^ 
地の南北 is 路際に咲いていたコス 
モスの辟れなどもその-!^思わ 
0所に花が咲くのら WL い • 

♦ 一 S 化まつり 

今年 t 4! x28 . 2dH の両日，昭 
和3[1念公 r « で明催された"梅やリ 
ンゴの IW 木などの無料配作が人^ 
を逛めてぃたが市民の手に託され 
た2 T ぜひ根づいてほしいものだ C 


は、提防と周辺の甲地•そして水 
辺やところどころに兑られる&地 
などで*る • 而におい紫る故の 
中はどの毕 t 人る余地がなく •心 
K なのは茯がその領域を広げて他 
の W 物が®されていくことである C 

さて六〇^この頃の多哝川ではい 

ろんな花に出合ぅが•純 hi # 楚で 

天然の香り ». かなテリハ/イバラ 

や tfilg のノイバラが吹く • i た深 

赤色のあざやかな光のあ&ナロシ 

a イチゴも時折り兄られ思わず U 

<:したくな&◊六 H の街代の頃に 

実が熟すことでその名がある • 卑 

地では«色い花の群落に出合う。 

ミャコグサと^って葉のっけねか 




田畑、雑木林、 
生け垣…。緑の中 
に人々の暮らしが 
あつたかつての立 
川の街。 

今、近代的な都 
市へとエネルギッ 
シユに発展する中 
で、繰の保»や a 
化への努力もまた 
たゆみなく統けら 
れている。 

自然と共に在る 
ぅるおい»かな街 
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乡窄川河川»の琛墦は H -. n と今で 

は大きく*つている■砂利の採り 

遇ぎで河味がぐ/ I とドり、 W 物に 

t って都八=のょぃ*定した,«水教 


も ut んどなくなり •* ねて水 H 
の悪化は、川原特有の》$:な楨物 
の生態系をも*えて I まつた • L 
かしこぅした中でも，私たちの R 
を^く小低木や' H * 憐な / E を^かせ 
る»隼たちも決して少ないわけで 

はない •» 近この場所を iit 地とし 

て fi 牛 » m しつ、あるものもあり • 

小さな ^: 然の： HW を知ることがで 

き60河川敕 W 物% •» のポイント 


• 0 为勺ゐ 771 . 痒， XOHI? 
今々 ^ 射 c 々 or. 案； 

WWSTT & 募 

?) 士樂？田杲 


a - 

5 - 

■S 


OS 9 令 - 1 今 *: > 1 ♦ 箝 l&iH 
rr 411 ブ 30 乃 1 > 「々 5|,1 
こ铟 n#*: 「なみ々 c 

SS : みマ 
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漢字 I 字挿入せよ 

▼えせ者の 

笑い 

青田と赤は 

誉められぬ 



























































近代日本の在明、維衡後間もない明治8年、5萑会社社長 
治崎弥太郎は 1 "三菱商船学校」 j を技立。以来、百余年、海暹 
S 日本を支えた海の興たち 120$0 人が巣立っていった 
W 田川と多くの水路。水の都^•二こはそんなである， 


明治丸〈33梅: T ■鬌文化財）三本マストの懵铕な赛を！！京*船大隼の一角に見廿 T いる嗦治丸 
は、机付汽»としてわが®に瑛徉すも最古めもの t 



立川発 

カルチヤ-トレイン 


+日 d どの「小さな嫌 j へ 
出てみ袤せんか.そ二に 
は®いがけなく S 然が麻 J 
づいていたり.馕かしい J 
この人 J (：： 衾えたり， 


深川名物あんこ王，そのおいしさからわざわざ違くから S 
貢いに来る人 t. さつばりした甘さでおいしいよ. 



:采川； Ir 資料®.地下一彤から地上二甩、にわたる 
高い吹技け大空 W に再璜3れる江戸醻代め深川. 



あ人二 3 T 

の a 

;»iftiiv 


嫌！！ t »* w * nfi »* iw 下 » 

憔泠 UJ 分 

舉作苁篇_•中■擊嫌，： 

MEMO：ItL <ぉ«りになリ irl ， は 

0J-364I IITI^v 














